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減少している。その結果、 年度の児童数は 人で、 年度から 人減少し、 年度の
児童数と比較すると ％の水準となっている。また、 年度における小学校の学級数は、 年度の
学級から減少して 学級となっており、 年度の学級数と比較すると ％の水準となって
いる。さらに、 年度における中学校の生徒数は 人で、 年度から ， 人減少して、
年度の生徒数と比較すると ％の水準となっており、小学校と同じような減少傾向がみられる。ちなみに、
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幌加内町）には、 の小・中学校が設置されているが、図 と図 にあるように、名寄市と士別市の小・中
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名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第２号（通巻 号）（ ）




図 小学校における通常の学級の設置状況 図 中学校における通常学級の設置状況































































家チームの派遣数は、 回であったが、 年度は 回、そして 年度には 回に増加している。また、























































































北海道教育委員会（ ）北海道学校一覧（毎年 月 日現在の道内学校数、児童生徒数、教職員数等）
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